
 
厚生労働科学研究費補助金（地域医療基盤開発推進研究事業） 

 
分担研究報告書 

 
「eラーニング教材による医療安全教育とその評価」 

 
研究協力者 須永 昌代  東京医科歯科大学 助教 

研究分担者 木下 淳博  東京医科歯科大学  教授 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Ａ．研究背景・目的 
医療安全に関しては，医療安全管理者養成向け

など既に多くのe-learningシステムが提供されて

いる．また近年，座学中心の教授法が受動的であ

ることから生じる課題を克服するために，アクテ

ィブ・ラーニングや反転授業などの教授法が示さ

れてきている．これらの教授法は，受動的な学習

から，より能動的な学習への転換に焦点があり，

この受講者の能動性こそが，学習内容の習熟に関

して高い効果があることが示唆されてきている． 

 そこで本研究は東京医科歯科大学における

e-Learningシステムにおける評価を検証する中で，

能動的な学習システムの具体的な教授法の可能性

とその内容に関する検討をおこなうことを目的と

した． 

 

Ｂ．研究方法 
 当該課題に関連して東京医科歯科大学において

用いられている具体的な情報を中心に，当該課題

に関する関連情報を収集し，集約を行い，それら

を元に分析及び検討を実施した． 
 

（倫理面への配慮） 
 一般に公開されている情報を収集したものであ

り，特定の臨床的な情報は言うに及ばず，何らか

の個人情報に関しても含まれるものではないため，

本研究においては，特定の倫理的課題は生じない． 
 
Ｃ．研究結果 
 eラーニング教材としての提供方法 

 該当する WebClass（Learning Management 

System）のコースに教材をアップロードし，

学生・臨床研修歯科医等へ提供． 

 授業（研修）時間内のみならず，授業（研修）

時間外における予習・復習教材としても活用

している． 

 
2018 年度実施コース（医療安全に関するシミュレ

ーション教材を含む） 

【歯学部口腔保健学科】 

（対象）口腔保健衛生学専攻 2年生 

（コース名）OH14 期生 臨床基礎実習 2018-2020 

【歯学部歯学科】 

（対象）歯学科 4年生 

 
研究要旨 

 
本研究は東京医科歯科大学におけるe-Learningシステムにおける評価を検証する中で，能動的

な学習システムの具体的な教授法の可能性とその内容に関する検討をおこなうことを目的とし
た．具体的な方法としては，当該課題に関連して東京医科歯科大学において用いられている具体
的な情報を中心に，当該課題に関する関連情報を収集し，集約を行い，それらを元に分析及び検
討を実施した． 
結果としてe-learningによる学習の利点としては，学習の進捗状況の把握，受講者の理解度確

認，学習への動機づけなどの受講者側にとっての利点と，一定期間に多数の受講者が学ぶことが
でき，本来起きて欲しくない事故や事例を，動画で疑似体験させることができるなど，教授者，
管理者側の利点のそれぞれが示された． 
 加えて，e-learningシステムを用いて，臨床上の課題，とくに医療安全上の課題に関して，様々
な職種で共通に学ぶことにより，チーム医療や多職種連携のための共通教材としても活用しうる
可能性があると考えられる． 
 結論としては，いわゆる医療の臨床上の課題，中でも医療安全にかかわる課題に関して，e-le
arningを用いて学習を行うことは，受講者にとって効果が高いだけでなく，教授者らにとっても，
学習管理やコンテンツの評価といった点から利点が大きいものであると考えられ，今後，本研究
における知見を含めて，より包括的な検討が求められると考えられる． 
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（コース名）D4 臨床体験実習 2018-2020 

【歯学部附属病院 臨床研修歯科医】 

（対象）平成 30 年度 歯学部附属病院 臨床研修

歯科医 

（コース名）TMDU臨床トレーニングシリーズ（臨床

研修歯科医） 2018 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
[WebClassでの教材のセッティング例] 
1つのユニット内に，教材10本がセットされている．

教材ごとにもアンケートを実施しているのは，教材

作成者へのフィードバックのため（教材の改良，改

訂に役立てる）． 
 
1. 臨床シミュレーション教材（医療安全教材

を含む）の評価 
【歯学部口腔保健学科】口腔保健衛生学専攻2年生 
 
（コース名）OH14期生 臨床基礎実習 2018-2020 
■「診療室整備〜廃棄物の分別編〜」医療安全教材

アンケート結果（19名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
口腔保健衛生学専攻 2年生：（コース名）OH14 期生 

臨床基礎実習 2018-2020 

■シミュレーション実習全体（臨床シミュレーショ

ン教材による実習）の評価結果 
（19名） 
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【歯学部歯学科】歯学科 4年生 

（コース名）D4 臨床体験実習 2018-2020 

■「倒れている人2」医療安全教材アンケート結果

（46名） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■「AED 体験」医療安全教材アンケート結果（42

名） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
歯学科 4年生：（コース名）D4 臨床体験実習 

2018-2020 

■シミュレーション実習全体（臨床シミュレーシ

ョン教材による実習）の評価結果（41 名） 
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【歯学部附属病院 臨床研修歯科医】平成 30 年度 

歯学部附属病院 臨床研修歯科医 

（コース名）TMDU 臨床トレーニングシリーズ（臨

床研修歯科医） 2018 

■シミュレーション実習全体（臨床シミュレーシ

ョン教材による実習）の評価結果 

（10 名） 
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Ｄ．考察 
 以上の結果から e-learning による学習の利点と

しては下記の点が明らかとなった． 

 

 一定期間に多数の学生・教職員が学ぶことが

できる（学習のための時間・場所の確保の必

要がない）． 

 

 本来起きて欲しくない事故や事例を，動画で

疑似体験させることができる． 

 

 学習の進捗状況（教材実施回数，実施時間）

を把握できる． 

 

 得点が出るため，学生にとっては理解度の確

認ができ，学習への動機づけとなる． 

 

 得点が出るため，教員にとっては学生の理解

度の判断の指標として利用できる． 

 

 事前学習として教材を活用した場合，より高

度な講義，実習へ時間を使うことができるた

め，限られた授業時間・研修時間を有効に使

うことができる． 

 

 チーム医療や多職種連携のための共通教材と

して活用できる． 

 
Ｅ．結論 
 いわゆる医療の臨床上の課題，中でも医療安全に
かかわる課題に関して，e-learningを用いて学習を
行うことは，受講者にとって効果が高いだけでなく，
教授者らにとっても，学習管理やコンテンツの評価
といった点から利点が大きいものであると考えら
れる． 
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Ｆ．健康危険情報 
なし 

 
 
Ｇ．研究発表 
1.  論文発表 

なし 
 

2.  学会発表 
なし 

 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
 1. 特許取得（予定） 

なし 
 

 2. 実用新案登録（予定） 
なし 
 

3.その他 
なし 
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